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Chapter 1 Introduction 
論文内容の要旨
本論文では、公共経済学ならびに環境経済学の理論を現実の環境問題に適用し、理論的解法を与えるた













GameForm である。局所耐戦略性(初切1Strategy pr∞fn側: LSP)は、公共財に対する真の選好表明が支
配戦略(dominant strategy)であるという意味で、あり、別名、 f強局所的個別誘因両立性(Strong1y Locally 
Individually lncentive Compatibility: SLIIC) Jとも言う。








Chapter 3 The Bωonic MDP Procedure for Global Warming 
公共財としての地球の大知ま窒素、酸素、水素で組成され、近年、地球温暖化をもたらす原因として問題
にされている温室効果ガス(Greenhouse Gωω: GHGs)である二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素等を合んで













reduction credit) J の概念を定式化し、大気質の最適化のた刷こ利用する。 GlobalWarming Gameにおいて、
プレーヤーである各国の戦略として、大気を構成する温室効果ガスに対する真の限界評価がドミナント戦略で
あることを証明する。この game は国炉ゆ行動によっては、 l側ーl側 game'こも、 win-win game にもなりうる。
前者は、地職η昇湿化による共倒れであり、後者は、 Susもainable Earth に至る国際協調に導かれる。




いた創設〉れわれがなすべきことは何か。このテーマへの経済学的アプローチとして Martin Weitzman が「ノ
アの箱舟問題(The Noah's Ark Problem)Jを考え、最も効率的に保護しうる種を選択する基準を堤示した。
本稿では、この基準に対するオルタナティヴを提案する。
分析同ま、 Gorman とLancaster の新しい消費者理論の概念を生物に適用する。或る種が人々にどれたヨナ
好かれるかということを表現するために、幸福関数を全微分して得られる、 f生物的限界支払意志(Biol傾倒l
Marginal Willingness.均一pay)Jを提案した。この場合のf限界Jは、「一個体あたりJという意味である。
本章で提案する保護種選択基準は、 Weitzman とは異なり、種の Total Value を導入し、「食物網(food
web)Jに存在する生物をすべて取明治。 To阻1 Valueは、1)消謝り利用(consumptive 脚)、 2)非消耗的利
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Balance Model)を堤示するo 都市温暖化緩和のために、大気という公共財の利用料(u鈍r charge)として《都
市温暖化緩和税》、ならびに緑化等を奨励するための《都市温暖化緩和補助金》を提案し、税収が被害額を
上回り、残余を補助金に向けられることを示す。それは、都市温暖化税が、 Groves Mechanism であることから
得られる当然の帰結である。
Chapter 6 Conclusion 
Chapters 2からめ結論を述べた。本稿では熱または気体属性である温室効果ガスを公共財とみなし、その
最適化のためのメカニズム・デザインを堤示した。サミュエ)v~ノン条件を動学化して設計した、公共財の最適











第 1 章は序論であり 研究の背景・目的と論文の構成が述べられる。















対する保護費用を配分する方法を提案している。具体的には， Gorman -Lancaster の財特性
アプローチに基づいて生物種の効用への寄与を評価し Sen の機能概念に基づく世代問国家
幸福最大化問題を定式化し，最適条件から計算される「生物的限界支払意思額」を配分に用
いることが提案される。また Weltzman の「ノアの箱舟問題」に対する代替的アプローチと
して，生物種の遺伝子属性問の距離に基づく「種の特異性」と，食物連鎖を考慮した「絶滅
測度」に基づいて保護の優先順位を決定する方法を提案したことは，生物多様性への新しい
方法論として評価される。
第 5 章では，都市における「ヒートアイランド現象」を取り上げ，最適大気質の実現方策
を検討している。まずブロック単位でのヒートアイランドの測度として 「ヒートアイランド
和」という概念を定義し，次に第 3 章で用いた地球温暖化関数に，局所的な都市熱を加味し
た「都市温暖化関数」に基づいて，最適大気質と，熱・温暖化ガス排出企業の利潤と都市住
民の厚生最大化インセンティブの両立可能性が示される。本章でも Sen の機能概念を援用し
て，住民の幸福最大化の最適条件が導かれるが，大気質利用に対する都市温暖化緩和税と，
緑化奨励のための補助金の有効性についても検討している D
第 6 章では結論が述べられる。
以上，要するに本論文は，公共経済学と環境経済学の枠組みを基本にしつつ，理学的な知
見をも援用して 3 種類の具体的な環境問題を調整・緩和するための新しいメカニズムを提
案する，優れて学際的な研究であって，情報科学の発展に寄与するところが少なくない。よ
って本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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